
壁板等の技術指導

　また、体育館工事では、「壁板のむくり」という問題がおこりましたが、この教訓
と反省を第２期工事に活かすため、稲荷山養護学校における木材の平衡含水率を経年
測定し、その稲荷山の平衡含水率に合うよう、乾燥スケジュール変更の技術指導を行
うとともに、納入検査の徹底を図っています。また、施工方法の均一化を図るため、
現場の大工さんを集め「壁板施工技術講習会」を内壁、外壁ごとに行っております。

　このほかに、完成した体育館の一般者の視察や２期工事の保護者見学会、納材してい
ただいた企業関係者の見学会、建築士会による見学会なども行っております。
　また、寄宿舎棟には県産材カラマツの木炭の効果の検証を兼ねて、床下調湿材を予算
０事業で県職員で敷き詰めて、完成後の調湿効果等の調査を行っていく予定です。


